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Ⅰ．はじめに

　沖縄島北部やんばる地域に広がる亜熱帯林は，主にイタジイ
（スダジイ）やイジュをはじめとする常緑照葉樹から構成されて
いる。森林内では複雑な生態系が形成され，固有種を多く含む生
物の多様性も高いことから，2016 年には脊梁部を中心に「やん
ばる国立公園」が指定された。
　このやんばる地域の亜熱帯林について，林分構造に関する研究
は，第二次大戦以前から成熟した林相が維持されている非皆伐成
熟林を対象にした Enoki（2003）や，非皆伐成熟林と 60 年生二
次林を比較した高嶋ほか（2014）など，報告が蓄積されつつある。
また，林分動態についても，65～70 年生二次林の調査結果（高
嶋・稲福，2017）などが報告されている。
　その一方で，樹木の種子生産の年変動に関する研究は，
Teruya et al.（2010）による限定的な報告にとどまっている。種
子生産の年変動は，森林の更新・再生や生物の採餌・繁殖等に大
きな影響を与えるため，地域の生態系保全や生物多様性維持を考
えるうえで重要な要素である。そこで本研究では，やんばる地域
の亜熱帯林に設置したシードトラップのデータから，優占樹種の
9年間の落下種子数を集計し，多様な研究に提供できる近年の豊
凶に関する情報を公表することを目的とした。また，その年の豊
凶をいち早く察知し，森林の更新動態の予測や生物の行動予測に
つなげるため，健全種子が落下するより前に未成熟な不健全種子

の落下数から豊凶を把握することが可能かどうか検討した。

Ⅱ．対象地および方法

　対象地は，やんばる地域の国頭村に位置する琉球大学与那
フィールド 76 林班に設定された 1. 0 ha（100 m × 100 m）の調
査区である。この調査区が位置する林分は，炭窯の存在からかつ
て薪炭材生産が行われていたと考えられるものの，過去の空中写
真の記録から，第二次大戦以降は発達した林冠が維持されている
非皆伐成熟林と判定されている。高嶋ほか（2014）では，この調
査区の 2009 年時点の林分構造が詳細に報告されており，胸高断
面積の優占度ではイタジイが 47. 3 %，イジュが 24. 0 %，イスノ
キが 3. 9 % などとなっていた。
　本研究で使用したシードトラップは，調査区内の地上に，
20 m 間隔で 5行× 5列の合計 25 個設置された。受口は面積
0. 5 m2 の円形で，2008 年 6 月から 2017 年 5 月までの 9年間，毎
月末を目安に 1ヶ月に 1度の頻度で内容物を回収した。回収され
た種子の中から，優占種のイタジイ，イジュ，イスノキについて，
樹種別に種子を計数した。イタジイの種子は堅果であるが，イ
ジュとイスノキはさく果であるため，果実内に種子が留まってい
る場合は摘出して計数した。なお，種子は大きさや重量から，健
全種子と不健全種子に区別した。
　対象とした優占種 3種の生産当該年の種子落下期間は，一律に
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6 月から翌年 5月までとして，1年間の落下種子数を集計した。
計測期間中，台風による強風でシードトラップの内容物が飛散し
た月や，シードトラップが動物により破損された月も存在したが，
そのような月もデータから除外せずに集計を行った。

Ⅲ．結果および考察

　種子生産年ごとのイタジイの月別落下種子数を図－ 1に示す。
9年間の観測期間中では，2010 年が大豊作で，その前年の 2009
年も豊作に位置付けられると考えられた。しかしながら，まと
まった量の落下種子数が記録されたのはこの 2年のみであった。
種子の落下時期について，大豊作の 2010 年は，不健全種子の落
下が 6月から目立つようになり，8月にピークを迎えた。健全種
子の落下は，10 月をピークに 10～12 月に集中して記録された。
豊作の 2009 年は，不健全種子の落下が 9月から始まり，健全種
子の落下は 11 月をピークに 10～1 月に集中していた。2008 年と
2011 年は，健全種子の落下はほとんど記録されなかったが，7～
8月以降に一定量の不健全種子の落下が記録された。これらの結
果から，イタジイについては，おおむね 6～9月の不健全種子の
落下パターンから，10 月以降の健全種子の落下量が推定できる
ものと考えられた。また，2013 年から 2016 年にかけては，健全
種子の落下がまったく記録されず，不健全種子の落下もほとんど
記録されない大凶作が続いた。本研究の対象地は，2012 年 9 月
に大きな台風攪乱を受けており（小多ほか，2015），この台風攪
乱が翌年以降の落下種子数に大きな影響を与えたものと考えられ
た。
　次いで，種子生産年ごとのイジュの月別落下種子数を図－ 2に
示す。台風攪乱以前の 2008 年から 2011 年の間は，いずれの年も
まとまった落下種子数が記録された。その中で，最も多い落下種
子数が記録されたのは 2010 年であった。台風攪乱を受けた直後
の 2013 年は落下種子数が極めて少なくなったが，その後は年々
落下種子数が増加し，2016 年には台風攪乱前の 2008 年や 2011
年と同程度の落下種子数が記録された。種子の落下時期について
は，台風攪乱を受けた年やその直後を除き，健全種子の落下は
10 月前後から目立つようになり，11～12 月をピークに翌年 4月
頃まで続く傾向が確認された。また，イジュは全落下種子数に占
める健全種子の割合が高く，イタジイのように不健全種子が健全
種子より前に落下する傾向もないため，健全種子の落下数を不健
全種子の落下状況から予測することは困難であると考えられた。
9年間の観測期間を通じて評価すると，2009 年と 2010 年が豊作
で，2008 年，2011 年と 2016 年が並作に位置付けられるものと考
えられた。

　最後に，種子生産年ごとのイスノキの月別落下種子数を図－ 3
に示す。2008 年から 2010 年にかけては少量の落下種子が記録さ
れたが，2011～2015 年は落下種子がまったく記録されない大凶
作が続いた。そして，2016 年にはじめてまとまった落下種子数
が記録された。イスノキは，一定量の種子が落下したのが 1年だ
けであるため，種子落下のパターンや豊凶の程度を判断するには
至らなかったが，2016 年は種子の落下が 7月から始まり，9～11
月をピークに 12～1 月まで続いていた。また，全落下種子数に占
める健全種子の割合は，非常に高かった。

Ⅳ．おわりに

　やんばる地域では，頻繁に襲来する台風の影響もあり，樹木の
種子の豊凶をパターン化することは容易でないと考えられる。し
かしながら，種子の豊凶のデータを蓄積して解析することは，森
林の更新・再生や生物の採餌・繁殖等を議論するうえで欠かせな
い取り組みである。やんばる国立公園の複雑な森林生態系や高い
生物多様性を維持するためにも，本研究のような落下種子のモニ
タリングは今後も継続して取り組む必要がある。
　また，今回の結果は，やんばる地域における非皆伐成熟林の 1
箇所の調査地から得られたデータを集計したにすぎない。今後は，
林齢の異なる二次林などの多様な林相も対象に加え，空間的な広
がりを持たせてデータを集積する必要があると考えられる。
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図－ 1．種子生産年ごとのイタジイの月別落下種子数

図－ 2．種子生産年ごとのイジュの月別落下種子数
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図－ 3．種子生産年ごとのイスノキの月別落下種子数


